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地域づくり活動支援体制整備事業とフォローアップ調査の概要

• 地域づくり活動の継続性を高めるためには、収益性のある事業型の地域づくり活動（地域ビジネス）を
生み育てていくことが必要

• 事業実施には、資金、人材、経営等の様々なノウハウが必要であるが、地方部における活動の担い手の
規模は小さい傾向にあるため、きめ細かなアドバイス、コーディネート等のサポート（中間支援）が必要

• こうした中間支援については、地方公共団体、地元金融機関等の様々な関係機関が有機的に連携して行う
ことが効果的

【事業の背景】

【事業の概要】

• 地方公共団体、地域金融機関等から構成される「中間支援体制」が、NPO等の地域づくり活動の担い手に
対して行う伴走型の中間支援活動に対して、国が補助を実施 （Ｈ26からＨ28までに計22体制に補助）

【補助対象となる経費】企画開発支援経費、経営指導経費、情報発信経費 等（上限：350万円）
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※図は地域の一例であり、プラットフォームの構成主体は地域によって変わります(ただし地方公共団体、地域金融機関は必須)

●アンケート調査
Ｈ26～28年度に補助事業に採択された中間支援体制（計22体制）を対象に実施

（１）中間支援体制の活動状況 （事務局の体制、中間支援活動の継続状況、活動上の課題等）

（２）支援先（担い手）の活動状況 （活動内容及び成果、補助事業終了後の取組状況等）

●ヒアリング調査 アンケート結果を踏まえ、追加的にヒアリング調査を実施

【調査の概要】
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補助団体の概要
No 体制名 構成主体 活動地域 事業名

H26

1
道南食と観光クラスター型
６次産業化推進協議会

公益財団法人函館地域産業振興財団／北洋銀行函館中
央支店／北海道大学大学院水産化学研究員／北海道渡
島総合振興局

北海道
渡島・檜山地方

函館地域における海藻を活用した体験観光並びに新商品開発に対する中間支援活動

2 峡南地域活動支援協議会
ＮＰＯ法人富士川・夢・未来／山梨中央銀行青柳支店／峡
南広域行政組合／こしべんと開発・普及プロジェクト推進
協議会

山梨県
峡南地域

富士川町舂米（つきよね）区における棚田米を活用した米麹の開発に対する中間支援活動

3 七尾留学推進協議会 のと共栄信用金庫／七尾市役所／七尾商工会議所・鹿北
商工会／和倉温泉旅館協同組合／株式会社御祓川

七尾市を中心
とした能登地域

能登地域における地域課題と若者のマッチングによる中間支援活動

4 静岡県西部地域づくり活動支援協議会
浜松市／湖西市／浜松信用金庫／浜松地域イノ
ベーション推進機構

静岡県西部 浜松地域のものづくり力を活かした竹林の再生と新産業の創出

5 「駅と駅を結ぶ物語」実行委員会
（特活）Comfortさばえ／鯖江市／鯖江市中小企業創業支
援協議会／（特活）さばえＮＰＯサポート／誠市実行委員
会

福井県鯖江市 鯖江市中心街における商業施設を活用した「駅と駅を結ぶ物語」開発に対する中間支援活動

6 地域資産活用協議会
豊岡市／養父市／朝来市／篠山市／但馬信用金庫／中兵庫
信用金庫／一般社団法人ノオト／バリューマネジメント株式会
社／シナジーマーケティング株式会社／神戸新聞社

兵庫県
但馬地域

但馬・丹波地域における「歴史的建築物の活用」に対する中間支援活動

7 かみかつ棚田のめぐみ活用会議 やいたか／徳島銀行／上勝町 徳島県上勝町 かみかつ棚田のめぐみ感動ビジネスづくりプロジェクト

8 綾ユネスコエコパーク町づくり協議会
綾町／日本政策金融公庫宮崎支店／宮崎県産業支援機
構／一般社団法人てるはの森の会／特定非営利活動法
人 宮崎文化本舗

宮崎県
宮崎市・綾町

綾町におけるユネスコエコパークを活用した認証制度の開発に対する中間支援活動

9 沖縄市地域づくり協議会
一般社団法人ファイブアローズ／沖縄市／株式会社
沖縄海邦銀行コザ支店

沖縄市
コザ地区

子供を軸に市街地へ人を呼び込む仕掛け（ビジネス網）をつくる事業者等に対する
中間支援活動

H27

10
ニセコ羊蹄山麓体験型ツーリズム
推進協議会

(一社)北海道開発技術センター／(株)北洋銀行／倶知安
町／北海道後志総合振興局／北海道コカ・コーラボトリン
グ(株)／(株)山ト小笠原商店

北海道
倶知安町

ニセコ・羊蹄山麓における雪と農の体験型ツーリズムを活用した新たな着地型観光の
コンテンツ開発に対する中間支援活動

11 まちなみ・蔵庭プロモーション協議会
かね喜／喜多方市／会津商工信用組合／喜多方蔵
の会

福島県
喜多方市

まちなみと蔵庭を活かした「駅～まちなか」をつなぐプロジェクトに対する中間支援活動

12 銚子円卓会議 銚子市／銚子信用金庫／ＮＰＯ法人BeCOM
千葉県
銚子市

健康寿命の延伸につながる地域づくり活動を「見える化」「地域ぐるみ化」する中間支援活動

13 うおづ地域づくり協議会
魚津市／富山銀行／にいかわ信用金庫／北陸銀行
／富山第一銀行／北國銀行

富山県魚津市 魚津地域における地域産品を活用した商品のブラッシュアップ等に対する中間支援活動

14 松阪商人サポート隊
NPO法人Mブリッジ／松阪市／松阪商工会議所／松阪西
部商工会／松阪北部商工会／三重県信用保証協会／日
本政策金融公庫津支店

三重県松阪市 ”豪商のまち”をテーマに新たな資源活用ビジネスを創造する中間支援活動

15 おかやまマルシェ起業支援協議会 NPO法人みんなの集落研究所／NPO法人岡山NPOセン
ター／日本政策金融公庫岡山支店／岡山市

岡山県岡山市
地域のつながりと可能性を伸ばす小商いの苗床「市場・マルシェ」の起業支援とネットワーク
構築プロジェクト

16 山口市阿東地福地域拠点づくり協議会
山口県央商工会阿東支所地福支部／JA山口阿東地福支
所／山口市／山口銀行徳佐支店／山口ソーシャルファイ
ナンス

山口市
阿東地福地域

山口市阿東地福地域における見守りサービスを利用した新たな拠点ネットワーク化に対する
中間支援活動

H28

17
夕張のあらたな魅力の発掘・発信に向けた
中間支援コンソーシアム

公益財団法人はまなす財団／北洋銀行／夕張市／
北海道空知総合振興局／夕張商工会議所

北海道札幌市
夕張の地域資源を活用した地域住民主体の観光振興及び特産品開発・販売への
中間支援活動

18 田舎館村地域づくり活動支援協議会
NPO法人プラットフォームあおもり／東奥信用金庫／
田舎館村

青森県青森市 『田んぼアート』発祥の地、田舎館村の地域ビジネス創出支援事業

19 金沢ソーシャルベンチャー推進協議会
株式会社ガクトラボ／株式会社北國銀行／金沢市／
株式会社迅技術経営

石川県金沢市 金沢の里山ビジネス「農作物加工品・ジビエ」の学生連携による経営革新支援

20 信州上田産ブランディング協議会 NPO法人アイダオ／八十二銀行／上田市 長野県上田市 信州上田地域における地元農産物を活用した6次産業化に対する中間支援活動

21 安芸高田「元気なまちづくり」支援協議会 株式会社こうだ２１／広島銀行／安芸高田市
広島県
安芸高田市

甲田地域の遊休資産とJR芸備線を活用した「元気なまちづくり」に対する中間支援活動

22 久留米絣ブランド推進・商品開発協議会 一般社団法人Ｅまちlab／筑邦銀行／久留米市 福岡県福岡市 筑後エリアにおける久留米絣のブランド化推進・商品開発に対する中間支援活動
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調査結果の概要

 補助事業及びその後の中間支援活動により、支援先（担い手）の活動が事業組成段階から試行段階、拡大・発展段
階にステップアップしている状況を確認。

 中間支援活動を通じて、地域資源を活用したソーシャルビジネスに対する認識が高まり、収益事業の展開を積極的
に進める担い手がみられる。

【事業の段階（現在）】【事業の段階（補助事業終了後）】【事業の段階（中間支援実施前）】
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Ｎ＝38

●事務局の体制

 予算の制約により事務局に専従職員を雇用できないなど、マンパワーの不足による停滞を懸念する意見が多い。
（全体の約７割（14体制）は事務局に専従職員の配置なし）

●中間支援活動の継続

 約7割（14体制）は補助事業終了後も中間支援を継続。約６割（12体制）は定期的な会合を実施し、活動や支援の
進捗や状況、新たな案件等について情報交換が行われている。

 一方で、中間支援体制の活動資金、マンパワーの不足、認知度の低さ等から新たな支援先を開拓できている体制は
必ずしも多くない。（９体制）

 イベントの開催や商品開発支援などの支援を外部組織と連携して実施している体制がみられる。（８体制）

 ソーシャルビジネスのためのつなぎ融資やクラウドファンディングの活用など、担い手の新たな資金調達の支援に
取り組む地域金融機関もみられる。

【中間支援体制の組織の成熟】

【中間支援の対象となった地域づくり活動の状況】


